
変形労働制について、道教委が市町村教委・道立学校長宛に通知

学校での制度活用判断にあたっては、
「校内全体での共通理解が必要」 と明記
●職員向けリーフレットに、「校内での共通理解」が重要であると明記

道教委は、本日、市町村教委と道
立学校長宛に、変形労働制について
通知を出しました。
職員向けリーフレットには、「一方

的に活用させる制度ではなく」とし
て、学校での制度活用にあたって「校
内での共通理解」が重要であると記
載されています。

●管理職向けフローチャートにも、「校内での共通理解」が明記されている

また、管理職向け資料には、「活
用までの流れ」を説明するフローチ
ャートに、「学校で活用する」と判
断する際の手順として「職員に説明
（校内での共通理解）」と、はっき
り書かれています。
個別の活用判断ではなく、学校と

しての活用判断に際して「校内での
共通理解」が必要なのですから、導入反対の声がある中で一方的に活用判断することができない仕
組みであると、道教委が示しているのです。

●「校内での共通理解」なしに、学校として制度活用を判断できないことの確認を

「校内での共通理解」なしに、学校として制度活用の判断ができないことが、道教委が通知した
資料にも明記されているのですが、この制度が非常に複雑であるため、校長がこうした対応を十分
に理解して運用されるとは限りません。
各学校で、校長の不理解による不適切な対応が生じることのないよう、管理職に対し「校内での

共通理解」が必要な制度の仕組みであると伝えることが重要です。

変形労働制ではなく、せんせいふやそう！
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